
(57)【要約】

【課題】

　表層部分に透水性上部地盤が存在する軟弱地盤を改良

する透水性上部地盤下の軟弱地盤改良方法の提供。

【解決手段】

　地表部分に存在する透水性上部地盤７と低部の透水性

基層４との間に存在する軟弱地盤２に地表面からドレー

ン材１０を挿入し、ドレーン材１０は、透水性上部地盤

深さより所定長さｃだけ長い撤去部１４と、撤去部１４

の下端に分離可能に連結された埋め捨て部とを備え、撤

去部１４に透水性上部地盤内の水の浸入を防止する不透

水部５０を備え、ドレーン材１０をその埋め捨て部の下

端を透水性基層４まで至らない所望の改良深さまで挿入

させ、軟弱地盤２内の土壌間隙水をドレーン材１０の上

端を通して排水させることにより所望の地盤改良を行い

、然る後ドレーン材の撤去部１４を地表より除去する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 地 表 部 分 に 存 在 す る 透 水 性 上 部 地 盤 と 低 部 の 透 水 性 基 層 と の 間 に 存 在 す る 軟 弱 地 盤 に 地
表 面 か ら ド レ ー ン 材 を 挿 入 し 、 該 軟 弱 地 盤 内 の 土 壌 間 隙 水 を 排 水 す る こ と に よ り 地 盤 を 改
良 す る 透 水 性 上 部 地 盤 下 の 軟 弱 地 盤 改 良 方 法 に お い て 、
　 前 記 ド レ ー ン 材 は 、 前 記 透 水 性 上 部 地 盤 深 さ よ り 所 定 長 さ だ け 長 い 撤 去 部 と 、 該 撤 去 部
の 下 端 に 分 離 可 能 に 連 結 さ れ 、 該 撤 去 部 下 端 よ り 前 記 透 水 性 基 層 か ら 所 望 の 高 さ だ け 高 い
深 さ に 至 る ま で の 長 さ を 有 す る 埋 め 捨 て 部 と を 備 え る と と も に 、 前 記 撤 去 部 に 透 水 性 上 部
地 盤 内 の 水 の 浸 入 を 防 止 す る 不 透 水 部 を 備 え 、 前 記 ド レ ー ン 材 を そ の 埋 め 捨 て 部 の 下 端 を
前 記 透 水 性 基 層 ま で 至 ら な い 所 望 の 改 良 深 さ ま で 挿 入 さ せ 、 前 記 透 水 性 上 部 地 盤 及 び 透 水
性 基 層 内 に 水 を 排 水 さ せ る こ と な く 前 記 軟 弱 地 盤 内 の 土 壌 間 隙 水 を 該 ド レ ー ン 材 の 上 端 を
通 し て 排 水 さ せ る こ と に よ り 所 望 の 地 盤 改 良 を 行 い 、 然 る 後 前 記 ド レ ー ン 材 の 撤 去 部 を 地
表 よ り 除 去 す る こ と を 特 徴 と し て な る 透 水 性 上 部 地 盤 下 の 軟 弱 地 盤 改 良 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ド レ ー ン 材 の 上 端 を 減 圧 装 置 に 連 結 し 、 該 ド レ ー ン 材 内 を 減 圧 さ せ て 前 記 軟 弱 地 盤
内 の 土 壌 間 隙 水 を 吸 引 さ せ る こ と に よ り 地 盤 改 良 を 行 う 請 求 項 １ に 記 載 の 透 水 性 上 部 地 盤
下 の 軟 弱 地 盤 改 良 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ド レ ー ン 材 の 撤 去 部 と し て 、 通 水 用 溝 を 表 裏 の 長 手 方 向 に 連 続 し て 有 す る 通 水 溝 形 成 用
心 材 の 表 裏 に 、 前 記 通 水 用 溝 の 開 放 部 を 閉 鎖 す る 配 置 に 透 水 性 フ ィ ル タ ー を 固 着 し た プ ラ
ス チ ッ ク 製 の ド レ ー ン 部 材 と 、 薄 帯 板 状 又 は 線 状 を し た 引 張 補 強 材 と を 有 し 、 該 引 張 補 強
材 を 長 手 方 向 に 沿 っ て 前 記 ド レ ー ン 部 材 と 一 体 化 さ せ た も の を 使 用 す る 請 求 項 １ 又 は ２ に
記 載 の 透 水 性 上 部 地 盤 下 の 軟 弱 地 盤 改 良 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 引 張 補 強 材 を 薄 帯 板 状 と し 、 一 対 の ド レ ー ン 部 材 を 、 前 記 引 張 補 強 材 の 表 裏 両 面 に 互 い
に 対 称 配 置 に 固 着 し て な る 請 求 項 ３ に 記 載 の 透 水 性 上 部 地 盤 下 の 軟 弱 地 盤 改 良 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 不 透 水 部 は ド レ ー ン 材 の 撤 去 部 の 外 周 の 必 要 長 さ 部 分 に 気 密 性 の 遮 水 被 覆 を 施 す こ
と に よ り 不 透 水 性 を 持 た せ る 請 求 項 １ ～ ３ 又 は ４ に 記 載 の 透 水 性 上 部 地 盤 下 の 軟 弱 地 盤 改
良 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 表 層 部 に 廃 棄 物 を 堆 積 さ せ た 透 水 性 地 盤 が 存 在 す る 軟 弱 地 盤 を 改 良 す る た め
の 透 水 性 上 部 地 盤 下 の 軟 弱 地 盤 改 良 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 軟 弱 地 盤 の 改 良 方 法 と し て 、 バ ー テ ィ カ ル ド レ ー ン 工 法 が 広 く 知 ら れ て い る 。 こ
の 工 法 は 軟 弱 地 盤 表 面 よ り 、 縦 方 向 に 通 水 溝 を 有 し 、 周 囲 を 透 水 フ ィ ル タ ー で 覆 っ た プ ラ
ス チ ッ ク 製 の ド レ ー ン 材 で あ る プ ラ ス チ ッ ク ボ ー ド ド レ ー ン 材 を 、 一 定 間 隔 ご と に 軟 弱 地
盤 表 面 よ り 地 盤 中 に 打 ち 込 み 、 こ れ を 通 し て 軟 弱 地 盤 内 の 水 を 排 出 さ せ る よ う に し た も の
が 広 く 採 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 従 来 の 軟 弱 地 盤 改 良 工 法 に は 、 図 ６ に 示 す よ う に ド レ ー ン 材 １ を 打 設 し た 軟 弱 地 盤
２ 上 に 、 錘 用 の 積 載 盛 土 ３ を 造 成 し 、 そ の 荷 重 に よ っ て 軟 弱 地 盤 を 圧 密 さ せ る 載 荷 圧 密 工
法 （ 例 え ば 特 許 文 献 １ ， ２ ） が あ る 。 こ の 工 法 で は 、 軟 弱 地 盤 ２ の 下 に 透 水 性 基 層 ４ が 存
在 し て い る 場 合 に は 、 そ の 透 水 性 基 層 ４ ま で ド レ ー ン 材 １ を 到 達 さ せ 、 載 荷 盛 土 に よ る 荷
重 に よ っ て ド レ ー ン 材 1内 に 流 入 す る 水 を 地 表 面 側 の み な ら ず 、 透 水 性 基 層 ４ を も 通 し て
排 水 さ せ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 ま た 、 図 ７ に 示 す よ う に ド レ ー ン 材 １ を 打 設 し た 軟 弱 地 盤 ２ の 表 面 を 不 通 気 性 シ ー ト ５
で 被 い 、 各 ド レ ー ン 材 １ の 上 端 を 減 圧 装 置 ６ に 連 通 さ せ て 減 圧 さ せ る こ と に よ り 、 大 気 圧
を 地 盤 表 面 に 載 荷 さ せ 、 こ れ に よ っ て 排 水 を 促 進 さ せ る 真 空 圧 密 工 法 が あ る （ 例 え ば 特 許
文 献 ３ ， ４ ） 。 こ の 工 法 で は 軟 弱 地 盤 ２ 下 に 前 述 し た 透 水 性 基 層 ４ が 存 在 す る 場 合 に は 、
減 圧 に よ る 効 果 を 得 る た め に は 透 水 性 基 層 ４ の 水 を 吸 引 し な い よ う に す る 必 要 が あ る た め
、 ド レ ー ン 材 １ は そ の 下 端 が 透 水 性 基 層 ４ よ り 所 定 高 さ だ け 高 い 位 置 に と ど め る 必 要 が あ
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 こ の 他 、 真 空 圧 密 工 法 に 載 荷 盛 土 を 併 用 し た 工 法 も 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 特 許
文 献 ５ ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 更 に 、 軟 弱 地 盤 の 支 持 力 を 増 強 す る 工 法 に は 、 上 述 し た 排 水 に よ る 圧 密 に よ る も の の 外
、 セ メ ン ト ミ ル ク 等 の 固 化 剤 を 地 盤 中 に 注 入 し て 攪 拌 す る こ と に よ り 軟 弱 地 盤 中 に 円 柱 状
の 高 強 度 部 分 を 形 成 さ せ る 工 法 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － １ ８ ７ ０ １ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ７ － １ ９ ７ ４ ３ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ３ ８ ４ ５ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ６ １ ９ ３ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ５ ４ １ ３ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 近 年 に お い て 、 軟 弱 地 盤 上 に 廃 棄 物 を 建 設 残 土 や 砂 礫 な ど と と も に 盛 り 上 げ た 廃 棄 物 処
分 場 や 埋 立 地 が 多 く 存 在 し て お り 、 そ れ ら は 軟 弱 地 盤 上 に 廃 棄 物 を 含 む 透 水 性 上 部 地 盤 が
造 成 さ れ て い る 。 近 年 、 そ れ ら の 廃 棄 物 を 含 む 透 水 性 上 部 地 盤 の 上 に 道 路 な ど の 建 造 物 を
構 築 し な け れ ば な ら な い 事 情 が 生 じ つ つ あ る が 、 こ れ ら の 多 く の 場 合 に は 、 表 層 部 分 の 透
水 性 上 部 地 盤 下 の 軟 弱 地 盤 が 、 建 造 物 の 荷 重 に よ っ て 長 期 間 に 渡 っ て 不 均 一 に 沈 下 し て し
ま う た め 、 事 前 に 軟 弱 地 盤 の 改 良 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 廃 棄 物 等 に よ る 透 水 性 上 部 地 盤 が 存 在 し て い る 軟 弱 地 盤 の 改 良 に 、 前 述 し た
載 荷 圧 密 工 法 を 適 用 す る と 、 図 ８ （ イ ） に 示 す よ う に 、 軟 弱 地 盤 ２ 上 の 透 水 性 上 部 地 盤 ７
と 透 水 性 基 層 ４ と の 間 に 、 ド レ ー ン 材 １ に よ る 水 道 が で き る こ と と な り 、 地 盤 改 良 工 事 完
了 後 に お い て も 透 水 性 上 部 地 盤 ７ 内 の 汚 染 水 が 透 水 性 基 層 ４ 内 に 流 れ 込 ん で 地 下 水 を 汚 染
す る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う に 透 水 性 上 部 地 盤 ７ 内 の 水 が 土 壌 に よ っ て 浄 化 さ れ ず に 透 水 性 基 層 ４ 内 へ 流 れ
込 む の を よ り 効 果 的 に 防 止 す る た め に は 、 図 ８ （ ロ ） に 示 す よ う に ド レ ー ン 材 １ の 下 端 と
透 水 性 基 層 ４ と の 間 の 間 隔 ａ を 大 き く と る よ う に す れ ば よ い が 、 こ の 間 隔 ａ 分 の 地 盤 改 良
が な さ れ な く な り 、 改 良 効 果 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 前 述 し た 真 空 圧 密 工 法 を 適 用 す る と 、 図 ９ に 示 す よ う に 透 水 性 上 部 地 盤 ７ 内 の 水
を 排 水 さ せ る こ と と な っ て 、 地 盤 改 良 の 効 率 が 悪 く な る 。 ま た 、 工 事 完 了 後 に 透 水 性 上 部
地 盤 ７ 内 の 水 が 土 壌 に よ っ て 浄 化 さ れ ず に 透 水 性 基 層 ４ 内 へ 流 れ 込 む の を 、 よ り 効 果 的 に
防 止 す る た め に は 前 述 と 同 様 に 間 隔 ａ を 大 き く 取 る 必 要 が 生 じ 、 改 良 効 果 が 低 下 す る と い
う 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 更 に 、 地 盤 中 に 固 化 剤 を 注 入 す る 工 法 は 、 汚 染 さ れ た 水 を 拡 散 さ せ る 恐 れ は な い が 、 非
常 に コ ス ト 高 と な る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 従 来 の 問 題 に 鑑 み 、 表 層 部 分 に 透 水 性 上 部 地 盤 が 存 在 す る 軟 弱 地 盤
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の 改 良 に 際 し 、 透 水 性 上 部 地 盤 内 の 水 が 、 改 良 工 事 中 に ド レ ー ン と し て 排 水 さ れ る こ と が
な く 、 ま た 、 改 良 工 事 中 の み な ら ず 同 工 事 完 了 後 に お い て も 、 表 層 部 分 の 透 水 性 上 部 地 盤
の 水 が 地 下 水 層 に 流 れ 込 む こ と が 無 く 、 更 に 、 軟 弱 地 盤 の ほ ぼ 全 域 に 亘 っ て 改 良 効 果 が 得
ら れ る 透 水 性 上 部 地 盤 下 の 軟 弱 地 盤 改 良 方 法 の 提 供 を 目 的 と し て な さ れ た も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 述 の 如 き 従 来 の 問 題 を 解 決 し 、 所 期 の 目 的 を 達 成 す る た め の 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 の
特 徴 は 、 地 表 部 分 に 存 在 す る 透 水 性 上 部 地 盤 と 低 部 の 透 水 性 基 層 と の 間 に 存 在 す る 軟 弱 地
盤 に 地 表 面 か ら ド レ ー ン 材 を 挿 入 し 、 該 軟 弱 地 盤 内 の 土 壌 間 隙 水 を 排 水 す る こ と に よ り 地
盤 を 改 良 す る 透 水 性 上 部 地 盤 下 の 軟 弱 地 盤 改 良 方 法 に お い て 、 前 記 ド レ ー ン 材 は 、 前 記 透
水 性 上 部 地 盤 深 さ よ り 所 定 長 さ だ け 長 い 撤 去 部 と 、 該 撤 去 部 の 下 端 に 分 離 可 能 に 連 結 さ れ
、 該 撤 去 部 下 端 よ り 前 記 透 水 性 基 層 か ら 所 望 の 高 さ だ け 高 い 深 さ に 至 る ま で の 長 さ を 有 す
る 埋 め 捨 て 部 と を 備 え る と と も に 、 前 記 撤 去 部 に 透 水 性 上 部 地 盤 内 の 水 の 浸 入 を 防 止 す る
不 透 水 部 を 備 え 、 前 記 ド レ ー ン 材 を そ の 埋 め 捨 て 部 の 下 端 を 前 記 透 水 性 基 層 ま で 至 ら な い
所 望 の 改 良 深 さ ま で 挿 入 さ せ 、 前 記 透 水 性 上 部 地 盤 及 び 透 水 性 基 層 内 に 水 を 排 水 さ せ る こ
と な く 前 記 軟 弱 地 盤 内 の 土 壌 間 隙 水 を 該 ド レ ー ン 材 の 上 端 を 通 し て 排 水 さ せ る こ と に よ り
所 望 の 地 盤 改 良 を 行 い 、 然 る 後 前 記 ド レ ー ン 材 の 撤 去 部 を 地 表 よ り 除 去 し て な る 透 水 性 上
部 地 盤 下 の 軟 弱 地 盤 改 良 方 法 に あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 構 成 に 加 え 、 前 記 ド レ ー ン 材 の 上 端 を 減 圧 装 置 に
連 結 し 、 該 ド レ ー ン 材 内 を 減 圧 さ せ て 前 記 軟 弱 地 盤 内 の 土 壌 間 隙 水 を 吸 引 さ せ る こ と に よ
り 地 盤 改 良 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ の 構 成 に 加 え 、 ド レ ー ン 材 の 撤 去 部 と し て 、
通 水 用 溝 を 表 裏 の 長 手 方 向 に 連 続 し て 有 す る 通 水 溝 形 成 用 心 材 の 表 裏 に 、 前 記 通 水 用 溝 の
開 放 部 を 閉 鎖 す る 配 置 に 透 水 性 フ ィ ル タ ー を 固 着 し た プ ラ ス チ ッ ク 製 の ド レ ー ン 部 材 と 、
薄 帯 板 状 又 は 線 状 を し た 引 張 補 強 材 と を 有 し 、 該 引 張 補 強 材 を 長 手 方 向 に 沿 っ て 前 記 ド レ
ー ン 部 材 と 一 体 化 さ せ た も の を 使 用 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ３ の 構 成 に 加 え 、 撤 去 部 は 、 引 張 補 強 材 を 薄 帯 板 状 と
し 、 一 対 の ド レ ー ン 部 材 を 、 前 記 引 張 補 強 材 の 表 裏 両 面 に 互 い に 対 称 配 置 に 固 着 し て な る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ３ 又 は ４ の 構 成 に 加 え 、 前 記 不 透 水 部 は ド レ ー ン
材 の 撤 去 部 の 外 周 の 必 要 長 さ 部 分 に 気 密 性 の 遮 水 被 覆 を 施 す こ と に よ り 不 透 水 性 を も た せ
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 透 水 性 上 部 地 盤 下 の 軟 弱 地 盤 改 良 方 法 は 、 地 表 部 分 に 存 在 す る 透 水 性 上 部
地 盤 と 低 部 の 透 水 性 基 層 と の 間 に 存 在 す る 軟 弱 地 盤 に 地 表 面 か ら ド レ ー ン 材 を 挿 入 し 、 該
軟 弱 地 盤 内 の 土 壌 間 隙 水 を 排 水 す る こ と に よ り 地 盤 を 改 良 す る 透 水 性 上 部 地 盤 下 の 軟 弱 地
盤 改 良 方 法 に お い て 、 前 記 ド レ ー ン 材 は 、 前 記 透 水 性 上 部 地 盤 深 さ よ り 所 定 長 さ だ け 長 い
撤 去 部 と 、 該 撤 去 部 の 下 端 に 分 離 可 能 に 連 結 さ れ 、 該 撤 去 部 下 端 よ り 前 記 透 水 性 基 層 か ら
所 望 の 高 さ だ け 高 い 深 さ に 至 る ま で の 長 さ を 有 す る 埋 め 捨 て 部 と を 備 え る と と も に 、 前 記
撤 去 部 に 透 水 性 上 部 地 盤 内 の 水 の 浸 入 を 防 止 す る 不 透 水 部 を 備 え 、 前 記 ド レ ー ン 材 を そ の
埋 め 捨 て 部 の 下 端 を 前 記 透 水 性 基 層 ま で 至 ら な い 所 望 の 改 良 深 さ ま で 挿 入 さ せ 、 前 記 透 水
性 上 部 地 盤 及 び 透 水 性 基 層 内 に 水 を 排 水 さ せ る こ と な く 前 記 軟 弱 地 盤 内 の 土 壌 間 隙 水 を 該
ド レ ー ン 材 の 上 端 を 通 し て 排 水 さ せ る こ と に よ り 所 望 の 地 盤 改 良 を 行 い 、 然 る 後 前 記 ド レ
ー ン 材 の 撤 去 部 を 地 表 よ り 除 去 す る こ と に よ っ て 、 地 盤 改 良 中 に お い て は 、 ド レ ー ン と し
て 透 水 性 上 部 地 盤 内 の 水 が 透 水 性 基 層 に 排 水 さ れ ず 、 地 盤 改 良 後 に お い て は 、 埋 め 捨 て ら
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れ た ド レ ー ン 材 と 透 水 性 上 部 地 盤 と の 間 の 距 離 を 十 分 に 取 る こ と が で き 、 下 水 層 に 浄 化 さ
れ ず に 流 れ 込 む こ と が 無 い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 ド レ ー ン 材 の 上 端 を 減 圧 装 置 に 連 結 し 、 該 ド レ ー ン 材 内 を 減 圧 さ せ て 前 記 軟 弱 地 盤
内 の 土 壌 間 隙 水 を 吸 引 さ せ る こ と に よ り 地 盤 改 良 を 行 う こ と に よ っ て 、 ド レ ー ン 材 の 下 端
部 か ら 透 水 性 基 層 に 至 る ま で の 距 離 を 必 要 最 小 限 の 距 離 と し て も ド レ ー ン と し て 透 水 性 上
部 地 盤 内 の 水 が 透 水 性 基 層 に 排 水 さ れ ず 、 改 良 対 象 で あ る 軟 弱 地 盤 全 体 を 好 適 に 地 盤 改 良
（ 圧 密 ） す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ド レ ー ン 材 の 撤 去 部 と し て 、 通 水 用 溝 を 表 裏 の 長 手 方 向 に 連 続 し て 有 す る 通 水 溝 形 成 用
心 材 の 表 裏 に 、 前 記 通 水 用 溝 の 開 放 部 を 閉 鎖 す る 配 置 に 透 水 性 フ ィ ル タ ー を 固 着 し た プ ラ
ス チ ッ ク 製 の ド レ ー ン 部 材 と 、 薄 帯 板 状 又 は 線 状 を し た 引 張 補 強 材 と を 有 し 、 該 引 張 補 強
材 を 長 手 方 向 に 沿 っ て 前 記 ド レ ー ン 部 材 と 一 体 化 さ せ た も の を 使 用 す る こ と に よ り 、 地 盤
の 圧 密 工 程 が 終 了 し た 後 、 好 適 に ド レ ー ン 材 の 撤 去 部 の み を 地 盤 よ り 引 き 抜 く こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 撤 去 部 は 、 引 張 補 強 材 を 薄 帯 板 状 と し 、 一 対 の ド レ ー ン 部 材 を 、 前 記 引 張 補 強 材 の 表 裏
両 面 に 互 い に 対 称 配 置 に 固 着 し て な る こ と に よ り 、 Ｐ Ｂ Ｄ 材 の 表 裏 面 部 よ り 好 適 に 排 水 を
行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 不 透 水 部 は ド レ ー ン 材 の 撤 去 部 の 外 周 の 必 要 長 さ 部 分 に 気 密 性 の 遮 水 被 覆 を 施 す こ
と に よ り 不 透 水 性 を も た せ る こ と に よ っ て 、 透 水 性 フ ィ ル タ ー 表 面 等 に も 好 適 に 不 透 水 部
を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 示 し た 実 施 例 に 基 づ い て 説 明 す る 。 尚 、 上 述 の 従 来 例
と 同 一 の 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 方 法 に お い て ド レ ー ン 材 を 透 水 性 上 部 地 盤 ７ 、 軟 弱 地 盤 ２ 及 び 透 水 性 基
層 ２ か ら な る 地 盤 に 挿 入 し 、 減 圧 手 段 に 連 通 さ せ た 状 態 を 示 し 、 図 中 符 号 １ ０ は ド レ ー ン
材 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 地 盤 は 、 地 表 部 分 に 存 在 す る 透 水 性 上 部 地 盤 ７ と 、 低 部 の 透 水 性 基 礎 ４ と 、 透 水 性
上 部 地 盤 ７ と 透 水 性 基 礎 ４ と の 間 に 存 在 す る 軟 弱 地 盤 ２ と を も っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 尚 、 以 下 の 説 明 に お け る 各 数 値 は 、 透 水 性 上 部 地 盤 ７ の 各 地 盤 条 件 が 、 地 盤 層 厚 ９ ｍ 、
単 位 体 積 重 量 γ ＝ １ ４ ｋ Ｎ ／ ｍ ３ （ 上 層 ） 、 γ ＝ ２ ０ ｋ Ｎ ／ ｍ ３ （ 中 層 ） 、 γ ＝ １ ０ ｋ Ｎ
／ ｍ ３ （ 下 層 ） 、 周 面 摩 擦 力 ｆ ｉ ＝ － ０ ． ８ ２ Ｚ － １ ． ２ ５ （ Ｚ ： 深 度 （ Ｇ Ｌ － ｍ ） ） で
あ る 場 合 、 軟 弱 地 盤 ２ の 各 地 盤 条 件 が 、 地 盤 層 厚 ２ ０ ｍ 、 飽 和 単 位 体 積 重 量 γ ｓ ａ ｔ ＝ １
５ ｋ Ｎ ／ ｍ ３ 、 圧 密 後 単 位 体 積 重 量 γ ’ ＝ ５ ｋ Ｎ ／ ｍ ３ 、 圧 密 係 数 ｃ ｖ ＝ １ ０ ０ ｃ ｍ ２ ／
ｄ ａ ｙ 、 原 地 盤 粘 着 力 ｃ ＝ － ５ ． ０ － ２ ． ５ ｚ （ ｚ ： 標 高 （ Ｃ ． Ｄ ． Ｌ ． ± ｍ ） ） 、 強 度
増 加 率 ｃ ｕ ／ ｐ ＝ ０ ． ３ で あ る 場 合 を 例 と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ド レ ー ン 材 １ ０ に は 、 例 え ば 、 図 ２ 、 図 ３ に 示 す 如 き 、 プ ラ ス チ ッ ク ボ ー ド ド レ ー ン 材
（ 以 下 Ｐ Ｂ Ｄ 材 と い う ） を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の Ｐ Ｂ Ｄ 材 １ ０ に は 、 一 対 の ド レ ー ン 部 材 １ １ ， １ ２ が 薄 帯 板 状 の 引 張 補 強 材 １ ３ の
表 裏 両 面 に 互 い に 対 称 配 置 に 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 こ の Ｐ Ｂ Ｄ 材 １ ０ は 、 一 対 の ド レ ー ン 部 材 １ １ ， １ ２ を 引 張 補 強 材 １ ３ の 表 裏 両
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面 に 互 い に 対 称 配 置 に 固 着 し て な る 撤 去 部 １ ４ と 、 い ず れ か 一 方 の ド レ ー ン 部 材 １ １ の 下
端 に 連 続 配 置 に 接 続 さ れ た ド レ ー ン 部 材 １ ５ か ら な る 埋 め 捨 て 部 と を も っ て 構 成 し 、 撤 去
部 １ ４ と 埋 め 捨 て 部 と は 、 ド レ ー ン 打 設 作 業 時 に 作 用 す る 通 常 の 引 張 力 に よ っ て は 離 れ ず
、 撤 去 す る 際 の 抜 去 力 に よ っ て 離 れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 引 張 補 強 材 １ ３ は 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 系 の 合 成 樹 脂 材 を 延 伸 し て シ ー ト 状 に 成 形 し た プ ラ
ス チ ッ ク 帯 状 体 や ス テ ン レ ス 板 等 の 金 属 板 等 を も っ て 構 成 さ れ 、 長 手 方 向 即 ち ド レ ー ン 材
の 引 き 抜 き 方 向 に 作 用 す る 荷 重 に 対 し て 高 い 強 度 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 引 張 補 強 材 １ ３ の 表 裏 に 合 成 樹 脂 ラ ミ ネ ー ト 層 １ ７ 等 の 貼 着 層 を 介 し て ド レ ー ン 部
材 １ １ ， １ ２ が 固 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ド レ ー ン 部 材 １ １ ， １ ２ ， １ ５ は 、 表 裏 に 長 手 方 向 に 通 水 用 溝 １ ８ ， １ ９ を 有 す る 通 水
溝 形 成 用 心 材 ２ ０ と 、 通 水 溝 形 成 用 心 材 ２ ０ の 表 裏 両 面 を 覆 う 透 水 性 フ ィ ル タ ー ２ １ ， ２
１ と を 備 え 、 通 水 溝 形 成 用 心 材 ２ ０ の 表 裏 面 に そ れ ぞ れ 通 水 性 フ ィ ル タ ー ２ １ ， ２ １ が 固
着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 通 水 溝 形 成 用 心 材 ２ ０ は 、 互 い に 対 向 し て 平 行 に 配 置 さ れ た 複 数 の 縦 壁 材 ２ ２ ， ２ ２ …
と 、 各 縦 壁 材 ２ ２ ， ２ ２ 間 に 配 さ れ た 横 壁 材 ２ ３ ， ２ ３ と を 備 え 、 断 面 形 状 に お い て 横 壁
材 ２ ３ ， ２ ３ が 千 鳥 状 に 配 置 さ れ た こ と に よ っ て 、 通 水 溝 形 成 用 心 材 ２ ０ の 表 裏 に そ れ ぞ
れ 浅 通 水 用 溝 １ ８ と 深 通 水 用 溝 １ ９ と が 交 互 に 並 ん で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 透 水 性 フ ィ ル タ ー ２ １ は 、 ポ リ エ ス テ ル 系 合 成 繊 維 か ら な る 不 織 布 を も っ て 透 水 性 を 有
す る シ ー ト 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 撤 去 部 １ ４ を 構 成 す る ド レ ー ン 部 材 １ １ と 埋 め 捨 て 部 を 構 成 す る ド レ ー ン 部 材 １ ５ と は
、 ド レ ー ン 部 材 １ １ の 下 端 部 に 埋 め 捨 て 部 を 構 成 す る ド レ ー ン 部 材 １ ５ を 連 続 配 置 し 、 そ
の 互 い に 突 き 合 わ さ れ た 端 部 間 の 表 面 に 接 続 用 当 て 板 ２ ４ を 架 け 渡 し 、 接 続 用 当 て 板 ２ ４
に そ れ ぞ れ ド レ ー ン 部 材 １ １ ， １ ５ を 固 定 す る こ と に よ り 、 埋 め 捨 て 部 の 上 端 が 撤 去 部 １
４ の 下 端 に 対 し て 、 ド レ ー ン 材 打 設 作 業 時 に 作 用 す る 通 常 の 引 張 力 に よ っ て は 離 れ な い が
、 撤 去 部 １ ４ を 撤 去 す る 際 の 抜 去 力 に よ っ て 離 れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 尚 、 連 結 さ れ た 両 ド レ ー ン 部 材 １ １ ， １ ５ の 連 結 部 間 に は 、 外 周 に 密 封 処 理 が 施 さ れ て
お り 、 両 ド レ ー ン 部 材 １ １ ， １ ５ の 通 水 断 面 は 互 い に 好 適 に 連 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 方 法 に お い て 使 用 す る ド レ ー ン 材 １ ０ は 、 工 場 に お い て 、 撤 去 部 １ ４ の 長 さ を 、 透
水 性 上 部 地 盤 ７ の 厚 み よ り 所 定 の 長 さ だ け 長 く 、 即 ち ド レ ー ン 材 １ ０ を 地 盤 に 挿 入 し た 際
に 、 透 水 性 上 部 地 盤 ７ 下 よ り 所 定 の 長 さ ｃ （ 約 ５ ｍ ） だ け 突 出 す る 長 さ （ 約 １ ４ ｍ ） に 形
成 し 、 埋 め 捨 て 部 を 構 成 す る ド レ ー ン 部 材 １ ５ の 長 さ を 、 ド レ ー ン 材 １ ０ を 地 盤 に 挿 入 し
た 際 に 、 撤 去 部 １ ４ の 下 端 か ら 、 透 水 性 基 層 ４ よ り 所 望 の 高 さ ａ （ 約 １ ｍ ～ ２ ｍ ） だ け 高
い 深 さ に 至 る 長 さ （ 約 １ ３ ～ １ ４ ｍ ） に 予 め 形 成 し 、 そ の 撤 去 部 １ ４ 及 び 埋 め 捨 て 部 １ ５
を 連 結 し て 形 成 し て お く 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 こ の ド レ ー ン 材 １ ０ に は 、 撤 去 部 １ ４ の 上 部 、 即 ち 撤 去 部 上 端 か ら 透 水 性 上 部 地
盤 ７ 下 よ り 稍 突 出 す る 位 置 に 至 る ま で の 長 さ 部 分 に 透 水 性 上 部 地 盤 ７ 内 の 水 の 侵 入 を 防 止
す る 不 透 水 部 ５ ０ を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 尚 、 不 透 水 部 ５ ０ は 、 ド レ ー ン 材 撤 去 部 １ ４ の 外 周 の 必 要 長 さ 部 分 、 即 ち 、 撤 去 部 上 端
か ら 透 水 性 上 部 地 盤 下 よ り 稍 突 出 す る 位 置 に 至 る ま で の 長 さ 部 分 に 合 成 樹 脂 コ ー テ ィ ン グ
等 に よ り 気 密 性 の 遮 水 被 覆 を 施 す こ と に よ り 不 透 水 性 を 持 た せ る よ う に な っ て い る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た ド レ ー ン 材 １ ０ を 他 の ド レ ー ン 材 １ ０ の 下 端 部 に 接 続 し て 多 数 の
ド レ ー ン 材 １ ０ ， １ ０ … を 一 本 の 帯 状 に 連 結 し 、 こ れ を リ ー ル ５ １ に 巻 き 取 っ て お き 、 そ
れ を 施 工 現 場 に 搬 入 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 上 述 の 如 き ド レ ー ン 材 を 用 い た 本 発 明 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま ず 、 ド レ ー ン 材 打 設 位 置 の 透 水 性 上 部 地 盤 ７ を 先 行 削 孔 機 （ ア ー ス オ ー ガ ） に よ り 削
孔 し 、 そ こ に ド レ ー ン 材 打 設 装 置 ５ ２ を 用 い て ド レ ー ン 材 １ ０ を 打 設 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の ド レ ー ン 材 １ ０ の 打 設 は 、 例 え ば 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 リ ー ル ５ １ に 巻 か れ た ド レ
ー ン 材 １ ０ を ド レ ー ン 材 打 設 用 管 体 （ マ ン ド レ ル ） ５ ３ 内 に 上 端 部 側 よ り 引 き 込 み 、 下 端
よ り 突 出 し た ド レ ー ン 材 １ ０ の 下 端 、 即 ち ド レ ー ン 部 材 １ ５ の 先 端 部 に ア ン カ ー プ レ ー ト
５ ４ を 取 り 付 け 、 ド レ ー ン 材 １ ０ を マ ン ド レ ル ５ ３ ご と 地 盤 内 に 静 的 に 圧 入 し 、 所 定 の 深
さ ま で 到 達 し た 後 、 マ ン ド レ ル ５ ３ を 引 き 抜 く こ と に よ り 、 先 端 に 取 り 付 け た ア ン カ ー プ
レ ー ト ５ ４ に よ り そ の 位 置 に 固 定 さ れ た ド レ ー ン 材 １ ０ の み が 地 盤 内 に 留 ま り 、 ド レ ー ン
材 １ ０ が 所 定 位 置 に 打 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の マ ン ド レ ル ５ ３ を 引 き 抜 く 際 に 、 ド レ ー ン 材 １ ０ の 撤 去 部 １ ４ と 埋 め 捨 て 部 １ ５ と
の 接 続 部 分 に 引 張 力 が 発 生 す る が 、 こ の 程 度 の 引 張 力 に よ っ て は 撤 去 部 １ ４ と 埋 め 捨 て 部
１ ５ と は 離 れ な い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 そ し て 、 各 ド レ ー ン 材 間 の 接 続 部 を 切 断 し 、 所 定 の 位 置 、 即 ち 埋 め 捨 て 部 の 下 端 が 透 水
性 基 層 ４ ま で 至 ら ず 、 透 水 性 基 層 ４ よ り 距 離 ａ （ 約 １ ～ ２ ｍ ） だ け 高 い 深 さ で あ り 、 且 つ
撤 去 部 １ ４ の 下 端 が 透 水 性 上 部 地 盤 ７ 下 所 定 の 距 離 ｃ （ 約 ５ ｍ ） だ け 突 出 し た 深 さ で あ り
、 更 に 、 不 透 水 部 ５ ０ の 下 端 が 透 水 性 上 部 地 盤 ７ 下 距 離 ｂ （ 約 １ ． ５ ｍ ） だ け 突 出 し た 深
さ で あ る 位 置 に ド レ ー ン 材 が 打 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 各 ド レ ー ン 材 １ ０ ， １ ０ … は 、 所 定 の 間 隔 を お い て 配 置 さ れ 、 各 ド レ ー ン 材 １ ０ の 上 端
に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 気 密 性 キ ャ ッ プ ５ ５ を 固 着 さ せ 、 こ の 気 密 性 キ ャ ッ プ ５ ５ の 頂
部 に 予 め ホ ー ス か ら な る 排 水 用 材 ５ ６ を 一 体 に 連 結 し て お き 、 こ の 排 水 用 材 ５ ６ を 集 水 管
を 介 し て 減 圧 手 段 た る 真 空 ポ ン プ ５ ７ に 連 通 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の 状 態 で 、 真 空 ポ ン プ ５ ７ を 動 作 さ せ 、 真 空 圧 密 工 法 又 は 、 必 要 に 応 じ て 真 空 圧 密 工
法 と 戴 荷 圧 密 工 法 を 併 用 す る 等 し て 軟 弱 地 盤 ２ の 地 盤 改 良 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の 際 、 軟 弱 地 盤 ２ 中 の 土 壌 間 隙 水 は 真 空 ポ ン プ ５ ７ に よ っ て 吸 い 上 げ ら れ 、 軟 弱 地 盤
２ 中 の 水 が 透 水 性 基 層 ４ に 排 水 さ れ る こ と が な い の で 、 ド レ ー ン 材 １ ０ の 下 端 、 即 ち 埋 め
捨 て 部 を 構 成 す る ド レ ー ン 部 材 １ ５ の 先 端 か ら 透 水 性 基 層 ４ ま で の 距 離 ａ が 必 要 最 小 限 の
距 離 確 保 さ れ て い れ ば よ く 、 軟 弱 地 盤 ２ の ほ ぼ 全 域 に 亘 っ て 好 適 に 地 盤 改 良 効 果 を 得 る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 透 水 性 上 部 地 盤 ７ 内 の 水 は 、 不 透 水 部 ５ ０ に よ り 遮 水 さ れ 、 排 水 さ れ な い の で 、
効 率 良 く 地 盤 改 良 を 行 う こ と が で き 、 透 水 性 上 部 地 盤 ７ 内 の 汚 水 が 排 水 に 混 じ ら な い た め
、 そ の 浄 化 処 理 も 不 要 と な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 地 盤 改 良 終 了 後 、 減 圧 手 段 や 必 要 に 応 じ て 戴 荷 用 の 盛 土 等 を 撤 去 す る 。 し か し 、 不 透 水
部 ５ ０ の 透 水 性 上 部 地 盤 ７ 下 よ り 突 出 し た 距 離 ｂ （ 約 １ ． ５ ｍ ） は 、 軟 弱 地 盤 ２ 全 体 で 圧
密 が 行 わ れ る よ う に す る 為 必 要 最 低 限 の 長 さ と な っ て お り 、 そ の 為 、 地 盤 改 良 が 終 了 し 、
真 空 ポ ン プ ５ ７ に よ る 排 水 が 行 わ れ て い な い 状 態 で は 、 透 水 性 上 部 地 盤 ７ 内 の 汚 水 が ド レ

10

20

30

40

50

(7) JP 2006-200204 A 2006.8.3



ー ン 材 １ ０ の 不 透 水 部 ５ ０ 下 の 部 分 よ り 排 水 さ れ 、 ド レ ー ン 材 １ ０ を 通 し て 土 壌 に よ っ て
浄 化 さ れ る こ と な く 透 水 性 基 層 ４ 内 へ 流 れ 込 ん で し ま う 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 そ こ で 、 ド レ ー ン 材 １ ０ の 撤 去 部 １ ４ を 地 盤 よ り 引 き 抜 き 、 透 水 性 上 部 地 盤 ７ と ド レ ー
ン 材 １ ０ と の 間 の 距 離 ｃ を 大 き く と る こ と に よ り 、 透 水 性 上 部 地 盤 ７ 内 の 汚 水 が 土 壌 に よ
っ て 浄 化 さ れ る こ と な く 透 水 性 基 層 ４ 内 へ 流 れ 込 む の を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ド レ ー ン 材 １ ０ の 撤 去 は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ド レ ー ン 材 １ ０ の 上 端 部 を 挟 持 し た 状 態
で 引 き 抜 き 装 置 ３ ０ に よ り 引 き 上 げ る こ と に よ り 行 う 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の 引 き 抜 き 装 置 ３ ０ は 、 ド レ ー ン 材 １ ０ を 挟 持 す る チ ャ ッ ク ３ １ と 、 チ ャ ッ ク ３ １ に
引 き 上 げ 力 を 与 え る 引 き 上 げ 駆 動 部 材 ３ ２ と を 有 し 、 チ ャ ッ ク ３ １ に ド レ ー ン 材 １ ０ の 上
端 部 を 挟 持 さ せ 、 そ の チ ャ ッ ク ３ １ を 引 き 上 げ 駆 動 部 材 ３ ２ に よ り 引 き 上 げ る こ と に よ り
Ｐ Ｂ Ｄ 材 １ ０ を 地 盤 よ り 引 き 抜 く よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 引 き 上 げ 駆 動 部 材 ３ ２ は 、 ク レ ー ン ３ ３ よ り 繰 出 さ れ た 吊 り ワ イ ヤ ３ ４ を 支 持 リ ー ダ ３
５ に 支 持 さ れ た 滑 車 を 通 し て 吊 り 降 ろ さ せ 、 そ の 吊 り ワ イ ヤ ３ ４ の 先 端 に チ ャ ッ ク ３ １ を
取 り 付 け て お き 、 ク レ ー ン ３ ３ に よ り 吊 り ワ イ ヤ ３ ４ を 巻 取 る こ と に よ り 、 チ ャ ッ ク ３ １
に 引 き 上 げ 力 を 与 え る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の よ う に す る こ と に よ っ て 、 ド レ ー ン 材 １ ０ は 、 撤 去 部 １ ４ と 埋 め 捨 て 部 １ ５ と の 接
続 部 分 に 所 定 の 荷 重 以 上 の 抜 去 力 が 作 用 す る こ と に よ っ て 撤 去 部 １ ４ と 埋 め 捨 て 部 １ ５ と
が 分 離 し て 、 埋 め 捨 て 部 １ ５ が 軟 弱 地 盤 ２ 中 に 留 ま り 、 撤 去 部 １ ４ の み が 地 盤 よ り 引 き 抜
か れ 、 透 水 性 上 部 地 盤 ７ と 埋 め 捨 て 部 と の 間 に 浄 化 に 十 分 な 距 離 ｃ が 形 成 さ れ る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 尚 、 上 述 の 実 施 例 で は 、 地 盤 改 良 を 真 空 圧 密 工 法 又 は 真 空 圧 密 工 法 と 戴 荷 圧 密 工 法 と を
併 用 し て 行 う 例 に つ い て 説 明 し た が 、 そ の 他 、 バ ー テ ィ カ ル ド レ ー ン 工 法 に よ る も の で あ
れ ば よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 ド レ ー ン 材 は 、 上 述 の 実 施 例 で 示 す も の に 限 定 さ れ ず 、 撤 去 部 を 、 薄 帯 板 状 に 形
成 さ れ た 引 張 補 強 材 の 片 面 に の み ド レ ー ン 部 材 を 固 着 さ せ て 形 成 し た も の 等 で あ っ て も よ
い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 方 法 に お け る ド レ ー ン 材 の 設 置 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ 中 の ド レ ー ン 材 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 上 の ド レ ー ン 材 の 部 分 拡 大 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 方 法 の ド レ ー ン 材 打 設 作 業 の 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 上 の ド レ ー ン 材 の 撤 去 作 業 の 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 戴 荷 圧 密 工 法 に よ る 地 盤 改 良 の 概 略 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 真 空 圧 密 工 法 に よ る 地 盤 改 良 の 概 略 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 戴 荷 圧 密 工 法 に お け る 問 題 点 を 説 明 す る 為 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 真 空 圧 密 工 法 に お け る 問 題 点 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 　 ２ 　 軟 弱 地 盤
　 　 ４ 　 透 水 性 基 層
　 　 ７ 　 透 水 性 上 部 地 盤
　 １ ０ 　 ド レ ー ン 材 （ Ｐ Ｂ Ｄ 材 ）

10

20

30

40

50

(8) JP 2006-200204 A 2006.8.3



　 １ １ ， １ ２ 　 ド レ ー ン 部 材
　 １ ３ 　 引 張 補 強 材
　 １ ４ 　 撤 去 部
　 １ ５ 　 ド レ ー ン 材 （ 埋 め 捨 て 部 ）
　 １ ７ 　 ラ ミ ネ ー ト 層
　 １ ８ 　 浅 通 水 用 溝
　 １ ９ 　 深 通 水 用 溝
　 ２ ０ 　 通 水 溝 形 成 用 心 材
　 ２ １ 　 透 水 性 フ ィ ル タ ー
　 ２ ２ 　 縦 壁 材
　 ２ ３ 　 横 壁 材
　 ２ ４ 　 接 続 用 当 て 板
　 ５ ０ 　 不 透 水 部
　 ５ １ 　 リ ー ル
　 ５ ２ 　 ド レ ー ン 材 打 設 装 置
　 ５ ３ 　 ド レ ー ン 材 打 設 用 管 体 （ マ ン ド レ ル ）
　 ５ ４ 　 ア ン カ ー プ レ ー ト
　 ５ ５ 　 気 密 性 キ ャ ッ プ
　 ５ ６ 　 排 水 用 材
　 ５ ７ 　 真 空 ポ ン プ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

(11) JP 2006-200204 A 2006.8.3



フロントページの続き

(72)発明者  渡部　要一
            神奈川県横須賀市長瀬３丁目１番１号　独立行政法人港湾空港技術研究所内
(72)発明者  米谷　宏史
            栃木県那須塩原市四区町１５３４－１　五洋建設株式会社技術研究所内
(72)発明者  小野田　浩二
            栃木県那須塩原市四区町１５３４－１　五洋建設株式会社技術研究所内
(72)発明者  新舎　博
            栃木県那須塩原市四区町１５３４－１　五洋建設株式会社技術研究所内
Ｆターム(参考) 2D043 CA04  CA07  DA09  DC19  DD08  DD09  DD10  EB06 

(12) JP 2006-200204 A 2006.8.3


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

